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擬 1 次元伝導体 SrNbO3.4 における熱電特性と構造相関 
Structure-related thermoelectric properties of SrNbO3.4 
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低次元系の状態密度を利用し
た高効率熱電変換材料を開発す
るために、我々はこれまで擬 1
次元伝導を示すホーランダイト
Rh, Ru 酸化物の研究を行ってき
た[1]。Ba1.2Rh8O16 は酸化物では
低温で NaxCoO2に次ぐ高い熱電
変換特性を持つことが明らかと
なった。この材料の電気抵抗率
の異方性は 10 程度であり、さら
に大きな異方性を有する材料で
より高い熱電変換特性が期待さ
れる。 
層状ニオブ酸化物 SrNbO3.4 は a 軸

方向に 0.4 mΩcm と低い電気抵抗率
を示す擬 1 次元伝導体である[2]。そ
の結晶構造はペロブスカイトSrNbO3
を(110)面で切り離し切断面に酸素を
付け加えることによって得られる。
我々は 5 mm×5 mm×1 mm の大型単
結晶試料の作製に成功し、電気抵抗
率、熱起電力、熱伝導率をすべての
軸に沿って計測した。 

図 2 に示すように a 軸方向の電気

抵抗率は 7 mΩcm で他の軸方向の電

気抵抗率に比べて二桁程度低い。b
軸方向の熱起電力は室温で -170 
µV/K を示し、他の軸に比べて一桁程度高いことがわかった。放射光によ

る構造解析の結果、b軸方向の熱起電力の増大が始まる 100 K付近でNbO6

八面体がその形をわずかに変えながら回転することがわかった。当日は

熱伝導率を含めた熱電変換特性と結晶構造変化の相関について議論する

予定である。 
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図 1 SrNbO3.4 の室温における X 線回折 
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図 2 SrNbO3.4 の(a)電気抵抗率，(b)熱起

電力の温度依存性


